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中
市
長
が
市
民
か
ら
速
い
存
在
で
は
よ
り
よ
い
行
政
ば
進
め
ら
れ
な
い

ー蹴記
m
・
吉
川
さ
'
A
の
庭
先
で
i

中
市
部
内
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
広
報
島
広
総
活
動
が
あ
り
ま
す
。
特
に
広

務
は
、
油
田
さ
ん
の
士
官
清
や
意
見
、
要
望
を
積
極
的
に
吸
い
上
げ
て
、
市
政
に
反
授
さ
せ
る
た
め
の
窓

口
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
市
役
所
一
般
に
市
民
相
談
室
を
設
け
て
、
常
持
、
同
開
情
や
活
情
を
受
け
付

け
る
と
問
問
昨
吋
に
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
協
力
を
得
て
広
磁
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
今
年
か
ら
は
、
市
民
各
艇
の
意
見
を
積
駆
的
に
収
集
し
て
、
市
民
の
た
め
の
市
政
、
市

民
参
加
に
よ
る
市
政
を
よ
り
大
き
く
展
開
閉
す
る
た
め
、
「
み
ん
な
の
市
長
室
」
と
名
付
け
た
市
長
と

の
対
話
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
〈
の
方
々
の
ご
参
加
を
願
い
、
市
中
産
な
こ

怠
日
比
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝泊四期宮

ず
み
ま
で
出
か
け

τ行
つ
で
も
欝
さ
ん

め
声
し
を
直
接
お
渇
き
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
は
、
道
磁
問
題
幸
中
心
に
三
百
四

十
問
主
い
も
取
D
…
設
い
ま
し
た
。
今
ヰ
も

五
月
か
り
十
月
に
か
け
て
ニ
十
六
会
場

J

言
わ
い
ま
す
。
と
参
加
く
だ
さ
い
。

つ
当
日
可
げ
れ
れ
同
日
日
以
仁
誌
は
指
針
は
説
話
紅
花
い
わ
れ
市
誌
と
市
政
を

も
四
月
間
可
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
的
な
意
見
者
説
明
観
的
に
求
め
る
集
会
で
的
立
決
定
ば
市
議
会
に
認
ら
な
け
れ
ま

ζ
れ
ま
で
数
十
軒
寝
室
部
し
て
き
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
雪
を
な
ら
な
い
と
と
も
あ
り
ま
す
σ

む

し

引

結

ぶ

広

蕊

活

動

た
一
般
会
計
予
算
も
、
京
年
度
は
わ
予
め
塩
双
山
方
々
レ
ピ
詰
し
ム
ロ
い
な
が
り
如

ζ
白
話
し
合
い
の
携
は
、
各
地
域
に
か
と
承
知
の
と
お
b
、
市
政
は
二
一
十

か
に
六
・
二
割
引
の
増
と
、
非
常
に
苦
し
話
白
テ
ー
マ
宇
決
め
、
そ
れ
苛
も
と
に
ら
む
倍
々
の
一
間
扇
に
つ
い
て
、
よ
り
約
方
市
民
白
福
祉
向
上
田
た
め
に
あ
虫
垂
山

ぐ
官
、
特
に
学
校
や
露
、
排
益
還
が
か
か
え
る
問
題
点
が
、
市
政
金
宮
崎
議
室
か
ら
費
高
き
、
政

7
。
市
と
し
て
は
、
市
民
畠
完
に
地

な
ど
の
霊
長
γ

品
質
的
震
は
、
部
に
ど
の
よ
x
つ
な
結
び
つ
き
砕
雪
か
錨
立
案
に
佼
立
で
よ
玄
っ
と
す
る
も
の
で
市
宮
現
状
や
施
策
な
ど
を
十
分
露
出
捕

前
年
度
に
比
べ
て
十
割
以
上
も
落
ち
込
と
い
う
ζ

と
な
ど
に
つ
い
て
品
し
今
つ
議
会
制
民
主
主
義
を
よ
り
十
分
に
補
つ
ら
せ
し
も
ロ
理
解
聖
お
綴
い
ず
る
と
同
滋

ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
て
い
く
た
め
の
も
の
で
一
す
.
時
に
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
脅
さ
ん
の
お
品

し
た
が
っ
て
今
世
は
、
こ
う
し
存
続

2

;

与

b

d

e

l

j

h

4

J

え
、
む
忌
覧
を
お
聞
き
し
な
が
る
、

政

事

構

の

申

官

、

向

島

署

片

的

誓

書

@

義

革

命

要

翠

主

市

敬

老

ょ

の

克

突

し

た

患

に

し

て

い

に
設
h
u
ト
げ

τ行
く
べ
き
か
、
住
民
む
こ

i
8
4
i

一一i
j

h

e

J

一i
z
百
三

3
2

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

賓
な
り
注
文
を
霊
的
ι白
書
し
一
方
、
襲
の
し
ゅ
ん
せ
つ
零
蕗
宇
長
持
ち
白
方
主
い
と
患
い
ま
す
。
震
の
留
さ
ん
主
行
政
へ
の
結
び
つ
き

で
、
市
民
金
ば
の
合
唱
膿
む
も
と
に
実
施
の
怒
ん
な
ど
、
身
近
な
縮
か
と
苦
情
や

ζ
れ
ら
の
点
在
、
一

2
つ
市
役
所
の
を
宵
℃
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
争
首
指

事
業
主
択
し
て
い
か
な
け
h
ば
な
D

事
項
に
対
し
で
は
、
市
政
モ
ニ
字
削
例
市
民
相
警
L
持
ち
込
ん
で
い
た
戸
ほ
し
で
い
〈
挙
が
あ
皇
子
。

ま
せ
ん
。
ζ
こ
に
H
対
話
ー
の
必
要
性
度
と
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
れ
ば
一
番
よ
い
の
で
す
が
、
金
支
つ
も
い
対
話
集
会
「
み
ん
な
由
市
長
事
に
す
も
、

も
守
じ
て
く
る
わ
け
で
す
。
市
政
モ
ニ
点
ー
は
、
昭
和
一
一
平
七
苧
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
古
生
ま
れ
た
の
が
市
ま
た
↓
仏
聴
パ
k

ロ
1
ん
や
市
政
モ
一
一
点

今
母
一
目
闘
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
市
に
広
報
モ
ニ
占
ー
と
し
て
発
足
し
ま
し
政
モ
ニ
占
1
制
度
で
す
。

1
制
度
目
採
用
も
、
す
べ
て
ζ
四
一
点

長
室
」
は
、
各
地
乏
に
あ
る
自
治
会
や
た
が
、
今
年
一
月
白
機
構
改
革
に
伴
い
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
ζ

れ
b
市
誕
の
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
賄
ま
D
は
小
吉

町
内
会
の
通
告
拡
を
単
位
に
、
約
二
十
市
民
年
前
全
般
の
南
部
口
と
じ
て
生
活
課
苦
情
や
建
設
的
な
意
見
、
要
漫
辛
抱
一
宜
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
や
が
て
大
き

か
民
主
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
が
誕
生
し
、
モ
ニ
一
3
1
白
扇
管
も
抱
注
し
取
わ
J

ま
と
め
て
前
へ
報
告
し
、
ま
た
〈
育
つ
は
ず
で
す
。

の
品
置
は
、
青
年
図
、
掃
入
金
、
苦
八
タ
ず
る
ζ
と
に
な
白
ま
し
た
。
し
た
が
っ
市
の
広
報
広
聴
に
つ
い
て
の
む
臆
見
を
ど
ん
な
に
小
さ
な
ζ
と
で
も
、
た
と

一
フ
ブ
等
、
職
能
郎
、
年
齢
印
刷
、
階
議
印
刷
で
こ
の
制
度
も
こ
こ
で
発
展
的
に
解
消
担
額
き
ナ
る
機
関
で
す
。
市
内
空
T
五
え
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
み
ん
な
で
考

に
広
げ
で
い
〈
計
一
闘
で
す
。

L
、
新
た
に
本
年
度
か
b
、
言
り
に
嬬
地
一
回
に
分
け
亡
、
そ
め
中
が
り
制
泊
三
元
自
え
、
知
惑
を
出
、
左
京
、
協
力
し
て
、

同
開
催
期
日
は
、
六
月
か
り
十
二
月
ま
広
い
窓
味
宇
持
た
せ
た
市
政
モ
ニ
一
点
i

捻
薦
も
ま
じ
え
て
五
十
八
を
選
ぴ
、
市
市
民
事
加
白
手
訊
て
弱
気
あ
る
{
惇
4

で
h
f
与
?
定
し
て
い
ま
す
が
、
時
閣
は
、
に
改
称
し
た
も
の
で
す
勾
長
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
市
政
モ
ニ
主
よ
い
ま
ち
平
塚
」
の
蔀
市
在
、
換
き
あ

よ
り
多
く
田
市
民
が
拳
加
で
き
る
よ
ー
っ
こ
れ
ま
で
も
、
毎
年
、
市
は
会
落
環

1
の
方
々
の
名
簿
は
一
出
回
に
掲
載
し
E
げ
て
い
こ
じ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

関
門
剥
と
し
て
雫
白
白
午
後
七
時
が
空
ん
講
の
獲
請
に
窓
を
設
い
宣
車
品
し
た
ロ
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
立
ぞ
お
気
軽
に
と

時
ま
で
と
し
、
場
所
は
各
地
尽
に
あ
る
し
か
し
、
皆
声
瓦
の
身
の
自
め
に
は
ド
相
談
く
だ
さ
い
。

八
台
同
組
合
主
予
定
し
て
い
室
3
0

ブ
一
紅
白
破
損
や
苦
磁
の
補
倍
な
ど
、
細
ま
た
広
同
時
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
市
民
自

い
ず
れ
に
し
て
も
、
金
田
町
対
話
柔
か
い
苦
情
が
た
く
さ
ん
あ
の
ま
ず
。
ま
皆
さ
ん
の
苦
情
や
裏
謀
、
惑
見
を
、
市

八
時
間
は
、
地
域
住
民
の
個
人
的
な
要
望
や
た
市
民
自
中
に
は
、
市
白
濁
員
が
気
づ
役
所
で
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む

関
清
の
一
埼
で
は
な
〈
、
「
将
来
の
平
か
な
い
す
苦
し
い
ア
イ
デ
ア
窪
克
し
ろ
覇
官
積
極
信
市
内
の
す
み

..__・

ら



2時半-12時

1E京公民館

重苦士見公民館

撰著書公民錯

北二塁霊公民館

前内公民館

金田公民館

金自公民館

量豊田公民館

向崎公民食宮

城島公民館

神自公民館

八捕公民館

東中原公民館

市民綴談受/市役所管(22)1700 

一般法揮相談・鰐J守第2火砲尽 '13時-1傍寺 C人数銅版有) 6A8El 

人権法揮相談・毎月第1土礎自助 131時-16時 5月 5日

行政苦情招談・毎月第1土躍日・ 1耳時-16時 6A5臼

軍基記相談暦毎月第2金曜日・ 13時-16時 6All臼

宅地建物相談・毎月第4火難臼 '1耳翼手，.l.16時〈人数持者j綬有) 5月25臼

発防考案 f特許2相談・毎月第2月鰭白 .1白持-15時 6A7日

T議取引巡閤あっせん・鍍J司祭3木瞳沼13時 -1臨時 5 Jl20臼

消費生活相談・銭濁水擦El.綿棒-1部寺
青少年相談@平段、君臨争叶自蒋 e常設〈青少年務〉

総50
a罫時-1器静 民受付!ま犠談開始時鶴から

い

七夕まつりの尽程が決まった。混在、伝統に恥ない郷土の七夕ま

つりにしようと、七夕まつ幻実行委員会では、いろいろ趣向をこ由

した企画ぎをねっている。

特に今庄は、市民総ぐるみのまつDとして、その気還が高ま白各

層から竹飾りを掲おしようという声が起きているa ζ れを受けて実

行委員会では、会社工場lこも事加をお願いすることになった。

物部!l<1:掲出は、自宅または会社む前でも結構だが、特に西広告著

Q)遇。に宇治望される方法、その高居合と事前に打ち合わせを。

、詳しくは高工諜観光係仁電22'1700内組 29 0)ハ同

望襲渓格言賓室/綴韓寄生寝室主行政センター曹ぐ22)
<>滋捧宇宙説 毎月第2欝 3金瞳日 1ま時-16時(受付 E時辛コ

モ白他、毎月教育相談、交通事故相談、内職棺談、高齢者職

5月28回、問時-16時平壇駅北口主主番前

〈相談は法揮指談、教育相談交i車事故祁談、県政一吸虫栢談

など〉



改正 l改正前

500円
8C円

1，OOC円

問

問

問

問

問

捌

抑

僻

1. 3D併iJ， ]. OOC円

3，90叫'313，OOC円
3，30C円 12，500円

減昭和51年排ガス適合車は、 51、52年度に倶

白改正訴の税率にすえ置き

5月!ま1m定資遊税、都市計額税の第 1綴分と軽議重力主事税の納期です

6~6 窮 (扇〉午前8時から

5月28日〈金〉
③午前7特に花火で予告の合図をします

① 小雨決行、雨天の場合は138に限延

①清掃するところ

議宅付近の道路、広場、会豊富等こどもの遊び場.

その他公共出場所

明 F 一平理市妻宅fと主璽動喪施本部一一暢

<>10~寺3自分~12時

e須賀公民館、花水自治会館

。13島幸30分~15時

@富士見公民館、護軍訪問会館



[5月3 .22臼 揮2710神奈j川県総合体育大会(夏〉 .23日 中学校新人戦 ー未定第25f沼市民スキー議調会

'16日健 康まつ担 .29B 欝 25垣内民総合体背大会 • 31白 歩く i璽動中央大会 2 
• 30B 壮年体力テスト 9月1 nUll .13日 第31閲郡市対抗駅伝，6 !'lJ • 5日 第25田市民総合体育大会 .6 B 市内中学抄点記伝大会 .20日第22回月初jマラyy大会

日 ~6 日市民登山 .12B 第25間市民総合悼育大企 島 2J臼 第 19回月初Jマラジジコ会 ⑤ 263...__27臼第2810神奈川県総合体育大畠

会 9日 揮人卓球大会 C僧人戦〉 .19臼 少年食出藍大会 .28臼 市内実業団陣育大会 [3月3
(7月3 .20 日 ~22臼婦人テニスト}ナメント [12月3 '13B 壮年揖力テスト
.21 日 ~26臼 市内中学校体胃大企 。26臼第2510神事Ii線青年大会 • 5臼 市内実業正主体育大会 毎 20臼 第 7白少年ヲマヨy)イ;大会

野球教室主 • 30B 市内中学校陸上競技大会 @訪日 第2010!'l例マラジン大会

[8月3 noJ'll 草月3
ー 7 月31 日~8 !'l 4 日 少年野球大会 .10日 立君民スボ-yの日 e 号臼 第23鶴市内一層駅伝

…一一教曹揖員会時育課一一
• 3 臼 ~7 日 県中今堵完封持寄メ話ミ '17日 〈秋〉 .16日 第 16沼市内参謀註苦駅伝

電 話 (31) 3060
.15日 韓 10四三L活字少女本掠;大金 • 20日 • 30日 揮 2110月間マラムノン大会



古

τ拾
わ
が
家
は
は
仰
を
暗
唱
え
一
ょ
う
か

描
鴨
木
還
さ
ん
の
中
に
は
遠
く
県
外
か
ら
も
謀
議
づ
れ
が
密
だ
っ
た
植
木
市

き
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
と
な
D
、
草
花
や

街
路
樹
な
と
が
生
き
生
き
と
し
て
同
号
え
る
@

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
り
郷
土
事
塩
在
、
緑
豊

か
な
潤
い
D
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
始
め
ら
れ

た
『
緑
化
ま
つ
り
』
も
、

AP4で一}一
E
g
p辺

え
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
八
播
山
公

開
閣
官
占
時
四
か
れ
た
。
特
に
富
木
田
無
斜
配
布
は
好

評
で
、
往
復
は
が
幸
L
よ
る
申
ん
込
ぷ
件
数
が

〕
万
仲
者
突
破
す
る
な
ど
、
緑
化
に
対
す
る
欝

心
の
高
さ
に
時
間
山
間
も
ピ
ッ
ク
D
-
。

ζ
れ
ら
の
苗
木
は
、
い
ず
れ
も
市
が
緑
化
推

進
用
と
し
て
選
定
し
た
す
Y
キ、

y
yジ
、
モ

ク
セ
イ
な
ど
の
推
奨
木
と
、
ナ
デ
シ
コ
や
サ
ル

ビ
ア
な
ど
の
推
奨
花
ば
か
り
。
学
校
や
八
ム
繍
な

ど
の
公
共
用
と
合
治
せ
て
一
一
万
五
以
上
も
の
苗

木
が
記
ら
れ
た
。
配
布
さ
れ
た
苗
木
が
元
気
に

青
ち
1
較
と
花
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
M
M

へ
成

長
す
る
よ
う
に
と
議
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
e

一
方
、
怪
聞
と
な
っ
た
植
木
市
や
草
花
の
即

売、
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4⑫捗期間と時閤 6，'刀J3ぬ0円-8丹3幻]臼 9時 -]η7 

日時己

格迂;電試技件7占は電気の長識が

あるも白

②男子事務員はホ掠のできる

も白

⑤高校生以下は応募できない

φ申込み期務 5月初日 -6月羽田

φ応募方法生活課にある所定の用紙にき己

入のうえ持参才るくTEL22
.1700) 

φ資

6 J1 (呂〉
雨天中止

平援車時一大船一翼i喜子駅 二子山一

逗子駅平援叡〈善行距離系)10知コ

く〉浴室豪家事異 軽演で靴はJまきなれたもの。弁当、

水路、商奇異等準備のこと。交通費500

m穏度用意。
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平塚市立公民館

書宮 名 所在地 篭話番号

操著書公民館 平語新宿930 31-1920 
須賀公演館 夕陽ケ丘60-32 21-2152 
松原公民館 八千代町 2-23 21-6186 
密士見公民 館中窪11-21 31-2256 
花水位民議官 桃浜町34-34 31-3824 
抗野公民館 真土34仕-1 55-0711 
中原公民館 御殿 2-1干 38 32-7372 
豊田公民館 需豊田366-1 32-7373 
神田公民館 田村1579 55-0239 
横内公民館 横内2506 54-0118 
棋島公民館 小鍋島1247-1 55-1525 
金自公民館 需金包1073 58-0101 
油公民館 向的359-1 31-2255 
岡崎公民館 岡崎2634 58-1286 
金田公民館 〈入野106 31-2136 

58-0833 
51ーベ0880
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矧ぷ7がう肘すj如E如口< (四〉 言司J馬遼太郎

破断拝 堺屋大一

藷碍人閣 船山華韓草

王少P年 大岡昇平

主努汚の遠吠え 藤ヌ本K霜一

群れを離れた狼は 熔山博

字骨誇翠 曽野控子

古 b拍占 半村 E良ミ
d往雪生巨苦るための由由 石jハI1漣達三

子 0院宅の秘密 何宮部z昭

偉大な祖庖アメ』カ 佐二木宇次℃陵三

悦子逆転 山中怪

膏春放1浪畏 今東光

中E弱盟大盗伝 駒悶信ニ

好色一代男 王読毘代語訳西鶴全襲1
t世E界の文学 ロス 主第寝英社絞

似叫削1“川1付山t付川川川l口山"山l口i川叩5η111/ンフイクシヨン1川"川i

上方芸人誌 主接圭米朝

ζ んな子供に昔諮住カがました 杉毘峰康

ムyゴロロ白雑食臼z記己 矧 I疋E聾

yメ .!J;力カ 2 0 0 
建歯 20 0年欝公式ガイド

運転カヨラクになる法 箱崎紘一

若者株式会社 慌野安宏

付加錨篠説 木下和夫婦

ノレYベン学入門 林光ケー

暴力なき出産量 ノルポヅイエーノレ

原稿の書き方 尾山i正二

州1l11!l!!Hl山家庭・主急主，活舌叩t川"山1μ川山tυ山山"川山2行山t口川"

妻壁袈庭で野菜をr押戸ろう 藤井健雄編箸

続.箇芸タブ」築34 0 I江工F岱t一
てワコまみ盟盟宮 佐田昭

〉※"4月宋現主在E由一部のJ旦jストで:す宣

9 時~16時半(向日共コ
ヤ:場所図書館ホ」ノレ

マ費用テキスト代40 01"1 
V対 象 市 内 在 住 在 勤 在学白

マ募集人員 4 0名

マ申込み 5月258(火〉より、図書館視聴

党ヨイブラ!J-へく電話でも戸Jコ

毎週月曜臼揮三日曜日毎月末日

県立青少年金書官では、今月も次の行事を計

回し、勤労青少年をはじめ一般市民白みなさ

んまで広〈利用されるととを顧っている。

青少年会館を利用される方、次の催しも自

に参加を希望吉れる方は、電話またはl葺援来

空官白うえ申し込みを。電話32-7029
OH藍史を開こうf諮るうfつ〈ろう./明治

維新とその背景j→5月28羽、 6月 48
勤労青ヂ年を対象に午後6時30分から8時

30分まで。先着20人まで9

4静スポーツと奏春「パドミントンスクー

Jt，J→ 6 月 4 臼 ~7 月 9 日亡毎i墨金〉

講師は国悼選手の徳田耕治民。勤労青少年

者対量に午按6時30分から8時30分まで。先

着 20入

官個体申込み

臼捧で見学したい方は、事前に申込みを。

自体の場吉田投影日はポ・木曜日の 2日間で

時間は 1回呂が午前10時から、 2回思は午陸

2時となっているロ受け付けは投影臼の30臼

前から 7臼前まで。

古観覧料 1人10C丹、所現時間 1包 45分

定員 12 8人

半垣市博物館宇 25 4 浅間田Jl2-41
亡電話 33-5111コ

く〉茶寮・午前(9 1.時~12時までコ 4 ， 00C円

・午憧c1時~4時50分まで) 5，000円
・展開仁午前 9時~午後 4時 5(分)9，0∞内

ただい平壇市民以外の方および市外のE韮

蔀が使用する場合は5割増し。

*'利用沼教 (llEilQ)申し込みについて利用で

きる日数3 ・特思!践示室主は14日以内 ・講

堂と茶室は 1臼

官檀用申し込み利用7るBのお日か07日

前まで。

「油絵で静物在描噂しようJ

→ 6 Jl 8 日 ~7汚278 仁毎週火〉

勤労青少活字を対象に午佳6時30分から S時

30分までo 先 替20人
，.親しめるレ夕日 xーションと軽スポーツの

つどい「トワムの実際J→6月13日仁日コ

3静まで

φ月 ø~挟強会
5月3013C臼〉

「飛鳥!カラ}・ 26分
カヨ-.34分

4月13日(白〉

「モスクヲわが愛j 栗原小巻/プレグ・

ピ ド フ 主 演 監 督 吉 田 憲 二 71'5- 1時
間33分

参こども挟強会 10時と14時
6月自白仁日〉

「ロピンジン漂流記」

メ」ショ Y 48分

参ステレオコンサート 14時
6月128(土コ Cこどもコ

[マiP~. グ」スむうた第 1 襲j

ワ映写機技術言葉望号会
6月24日仁木)~五

10時と14時

「イカロスの喜多」

カラー・露険アニ

争特別展記念講演会「日本の時」

.5Jl23日 ζ臼〉 午後 1 時~3時

-講師 石井謙惜先空仁水産庁漁船研究室主3
・密実関 f絵官三日本白舟」

や科学教 室「石器を作ろうj
5月 30尽く日) 1 0 時~16時
先着 30名

4争古文書ま毒液会
ー 5月 22日〈毎月第2・4土曜臼〉 午後

2時~4時

・5ぞ議 30名ただし高校生以上

場静jヲ例講演会相模)[1流域の生いたち

・6Jll 2 日 C土〉午後 2 時~4時講堂

・講師見上敬三先生(横慌国立大学教授〉

φ窪をJ!る会
'6 Jl 58(土〉午後 6 時~8時
・先着 30名雨天中止

φ科学教室「土器を作ろうJ
• 6月 17~1 88 
・先着 20名

φ自黙を主題ベる金「曙イと瞳物を競べるJ

'6Jl68 
E 先着 30名雨天中止

令古文書言葉読会
• 6月 12・26 8 午後 2時~4時
・先着 30名

一一仁トー〈コー--0-…0一旬。一一一

申込み方法 往 復 は が きT平理市博物轄へ

干 254 平壌市境問e!Jl2-4 I 

u仰山川川“山川"川"川f

食入揖料 無料

交官用料

o特別麗示室(18)6，000fIl 
0講堂 C1時間コ 500月
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毎週月曜日、第三日曜臼、毎月末日

山 1111111111プラネタリウムのこご案内打1111111111

*5月投影話題「宇箆旅行j

地球を飛び出し、会主語系を設け、さらに銀

あなたを速い宇箔のかな

官 5月・ S!'Iの投蕗臼

.2213 C土〉、 23臼仁臼〉、 29臼 C土〉、 30
日 E日〉、 8月 5臼亡土コ、 6日〈臼〉、 12
日〈ゴニコ、 13臼仁臼〉

官設器開始時期



。予防接獲に必要なもの

①母子健寵手帳〈転入した入は!日住

所で使っていた母子億援手櫨〉

②問診禦(1:(7)緊は必ず家で記入し

て体混在総定してきてください〉

く>7~者援穣干恋愛げられない人

@予防接種を受けて 1週潟たってい

ない人。②はしカ入 BCG、種壁、

d、.!-~"':?ヒ生ヲクは、それぞれ 1 か月

四掲隔をあ官三ないと受けられません

③モの他、有熱害者、けいれん性体

鶴、心臓吐管系、腎臓または肝臓に

絞患があ白陸部にとめられている人

(E:穆i毘合予防嬢事寵〉

語審対象.[鱒 1期]-3@l受ける。

2歳 (24か月) iJ'ら4歳 (48か
月〉までの幼児ゅ 〈接種間隔はz
@l3回とも 3週隠から 8i圏穏〉

室主36か月までに 1期が完了しないと

2期の追加接種が、 48か月までに

受げられなくなDますので、む了

欽ください。

Z揮 2期1-1巨]受ける。

第 1期の 3回目が終ってから 1年

ι上の期習をすぎた2綬 (24か月〉

から 4 歳 (48か月〉までの幼\~
• 13時30分 -15持までe ただ

[6月3
18日崇詩怯民館加公民館

*中央選霊協ニと沢支所

訪日 大野公民館構内白地主義会場

京豊田公民館

208 須賀公民館 民松原公民館

民金毘公民館

古住所夕陽ケ丘11-14 食棋品

百を経「話しておられる鈴木敏之さ

ん (35奇むと妙子さん Cl4歳〉の

二女。混在7か月で身長71明、体

重量8，Skg、50年 10月 7臼誕生D

まみちゃんには、小学3年生の

浩之ちゃんと、幼稚麹の由香ちゃ

んがいるが、年が離れているので

Z産んでくれない。だからいつもマ

マと濃ぷ。それに託生日がママと

同じなのと、 3人自のせいか、マ

マがとてもかわいがってくれる。

1，伐治円
(1枚50円で22枚つづll)

。発売 5J'l20詞〈木)8時刻分から

回数券のお買い求めは紅谷間]監主主事

場と豊富田了駐車場で販売します

前額法人平理市夢害発会社

TEL '(22コ17∞市役所内

[1自白3
8月 1臼 平塚市民間誌※城島公

民館

神田止民館八幡公民館

花水公民館金呂公民館

中盟主公民館 医師崎公民

館

土沢、明、重豊田、大野、横

内、謂賀、松原、金白地lRは来月

号に掲載します。

[2 [百沼1
5月 8臼 平壇市匡詰持続

出掛島公民館

神田公民館八崎公民館

花 京 公 民 館 企 回 公 民 館

中原公民館

民間時公民館

土沢、九日、墨田、大野、横

内、調賀、松原、金田地区は来月

重量封書足・備1歳まで(7)赤ちゃんなら

どなたでも受けられます。当臼は

母子鍵農手帳を志dれず6こ持ってき

て〈だ古い。

豊富時間・午前9時30分-10時30分
5月初日 豊田公民鵡

タ 27日金自公民館

6月 3日棋島公定館

-jT 10日 構 内 部 地 集 会 場

~ 11臼市役所B会議室

ク 17日間崎公民館

一一時曜日所だよ告由時}一一一一一時一

健診(31，)消児、 3歳沼〉由日程を

との欄こ掲載しています。日程を確

認のうえ、母子健鹿手掛をもってお

出かけを

τたおたずねは平塩保健所

T E L (32) 0130へ
重量場所'平塚探鍵所

関時間・ 13時-14時まで

[3か月見縫診]

臼程と対象ltl

6月 4日対象51年 2月 1日-10臼生

ク 11日夕 51年 2月11日-20日'E

o' 18臼9'51年 2月21臼-29臼'E

3歳児健診3
6Jl3日対製品年4月 1日-108生
.p 178 -:;シ 48年 4月11臼-20沼主主
9' 24日.y48年 4月21日-30日生

。申請書〈往歳番号付番申請蓄〉を市民課窓口

に提出してください。

「住所」と名のつくすべてのもの

に使用される大切なものです。

※詳しいことは市民諜〈篭話22• 1700内線 212)へ
お問い合わせ〈ださい。
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・
原
付
)

ぞ
利
用
し
て
い
た
だ
〈
た
め
、
運
転

技
術
、
交
通
ん
l
ル
、
管
企
運
転
の

心
議
な
ど
に
つ
い
て
親
切
に
指
導
す

る
講
習
会
。
お
気
軽
じ
参
加
者
。

マ
期
日
と
会
場

6
月
刊
同
日
〈
臼
)

荒
井
自
動
車
専
門
学
校
〈
花
木
校
〉

マ
申
、
込
み
澱
催
日
白
五
百
前
ま
で

に
市
内
の
オ
ー
ト
バ
イ
専
門
活
へ
。

寸
受
講
対
象
者

-
一
一
輪
車
講
習
環
に
二
輪
免
許
を

取
得
し
よ
三

Zず
る
も
の
。

・
級
別
審
査
?
二
議
車
の
嘩
長
経
験

が
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
一
…
輪
車
安
全
議
一
転
推

進
萎
員
会
(
篭

0
8五
・
九
三
一
，

四
一
…
為
。
)
へ
。

銭
安
泰
伎
会
員
募
集
勾

平
岩
市
録
音
帯
仕
入
間
「
な
で
し
こ

きる

方
な
ど
の
た
め

cdけ
た
窓
口
。

ひ
、
円
」
利
掃
を
。

マ
場
所
福
祉
会
館
一
階
C
相
談
福
一

寸
相
談
日
第
四
木
曜
日
午
前
9
時

ー
ロ
従
ま
で
。

詳
し
い
こ
と
は
、
苦
寄
娯
行
(
革

路
・
一
一
二
七
む
)
へ

ζ
白
繍
は
、
み
な
さ
ん
の
む
意
見
て
掲
載
す
る
こ
さ
は
で
き
な
い
白
で

J

苅
表
す
る
埼
で
す
。
市
へ
白
宴
望
陵
接
己
主
人
あ
て
回
答
す
る
こ
と
も

や

5
5ろ
成
一
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
あ
る
の
で
住
所
、
民
名
を
書
い
て
く

ま
し
た
ら
、
ど
し
と
し
お
よ
世
ぞ
だ
だ
さ
い
。
紙
上
壱
白
虚
名
梧
望
は
自

さ
い
。
な
お
、
紙
面
白
都
合
で
す
べ
由
で
す
。

ア十写実"

罪
<，ぬん

守、禽~._，恥
吋".

つやつやした厚い葉、砂の土老長

〈はう菜、地中深〈

穏などは、乾燥がはげし〈、

不安定な砂の上というきびしい生

活条件に、耐えていぐにふさわし

い体の形です。

とのハマヒルガオにも、 ζ 己数

年危機が訪れています。海単にはi

てハマヒルガオの群蓉を見ると、

すぐに気づ〈乙となのですが、事華

々しい黄色をした品〈ずのような

得体の知れないものが、ハマヒ}!>

fオにからみついているのです@

からみつかれたハマヒルガオが

枯れ始めている所もあ幻ます。こ

白奇妙な形をしたものは、己れで

も植物でアメ').カ氷ナシカズラと

呼ばれています。他白植物にから

みつき、そこから養分を吸い取っ

て生活する幸男往植物の一種です。

ζの主ナシカズラは、

"とから何らかのノレ}

って吉たものらし〈、海捧やJII，原

を中心Eこ、勢いをのばしている章特

産翼です。 ζの植物のため、ハマと

んガオ?っき絶えるようなζ とは、何

とかして肪ぎたいものです。

お尋ねは博物鰐(33-5111コへ

20担来、市内の櫨物l)調査を続

一一一一一一一一一一一一一一一一一"げてこられた中層雪，j¥学校の守矢淳

…で均生のお話では、かつての平援

海l持立、海岸植物の宝庫であった

そうです。砂浜には、ハマエジド

夕、ハマニガナ、ハマボワブクや

低木になるハマゴ夕、松林白下に

はハマカキラジのような珍しv、緩
物も、美しい花を咲かせていまし

た。ととろか、近年これら由槙物

の多〈は、平塚から姿昔、情そうと

しています。湘滑海開全俸を見渡

しでも、時I王の植物が大変少なく

なっているのは殺しいととです。

姿を消すものの多い海岸植物の

中にあって、今も勢力を保ってい

るのはハマヒルガオです。ハマヒ

ルガオは5月軒わりになると、そ

の葉に似合わぬほど大きなピジク

の花一写築をつけます。ー留に

花の咲いた群落は、緑わカーペッ

トに花模様をち白ばめたようで大

変美しいものです。

近い種類のヒルガオやコヒノレガ

オは、市内の道ばたでよ〈昆られ

ま:9;"、ハマヒルガオは、 ζ 四よ

うな種類とぐらぺ、軍基串の生活に

ふさわしい盗J躍を持っています。

(>巡回自認 5月初日仁木:崇善宅地区自治会/30尽

〈日〉旭潟区自治会

一一一-(>一一…ーく〉一一一一

(>(>ご協力品りがとうございましたOく〉

金民地区自治会54京、盟国地区自治会23本、パ

イロット136本、東海大学564:$:

昭和50年度の献血総数は7035本でした。そのう

ち市内必E室崎機器喜での使用数は756工本です@

階に
丸庭むm

<1l提出先は模毅機関車展会場

@雨天の場合も行う

後問い合わせ社告教育課成人数湾係

て電 22-17∞内 467)
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